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製F今甥だか えたい 多も

そぎとげ』

講師 田邊学氏 講演の様子

景

譲鶴皺くりイベント

茶室での点茶会、石畳に沿っては色

彩の考え方や旧角川邸など景観に関す

　　　

実
バナーt -

.-、‐-‐ユメ--

づこご

講演会
II
J

色彩の専門家圏邉学氏

-÷
‐

さ さf雲こむ辱きニ
･
一′等き←

色彩の専門家 田邊 学 氏く(株)カラ
ープランニングセンター〉を講師に迎え、

色彩の基本や杉並区内の建物の色彩
の特徴などについて、良い例、悪い例

　　
rを--
　　　　　　　

戸ふ
い

ヒー主監事 き主

を交えた写真などを見ながら解説いただ

きました。(色彩の基本や杉並の建物の

色彩の特徴の詳細については、2 ･3面を

ご覧ください。)

｢N P O 東京を描く市民の会｣のみなさ

んと桃井第二小学校3年生のみなさんに

よる荻窪のまちなみを描いた絵画の展示

｢ストリートアート展｣が開催されました。
荻窪南口仲通り商店会のご協力により、
計120点を超える個性豊かな作品の展示

となりました。

【ご協力いただいた店舗】

メガネスーパー荻窪南口店、サンジェルマン、西

武信用金庫荻窪支店、cafe ca nd le F iw a m o r-、
F L O W E R F R E A K、ファイテンショップ荻窪南口

店、靴専科荻窪店、
ファッションハウス石

榴、リカーアンドワイン

みかわや、美容室M a
B e=、自然生活難 胡
桃、かどや、エンジェル、
ベーカリークサマ、ヨコ

デン(u nity a 1)、ドラ

イヤ、豊川クリーニン

グ商会、美容室ヘア
ーズグラマー、g a=e ry

遊美、eco ute rエクテ

(順不同)
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るパネル展示、池や芝生広場周辺では

写真展示が行われました。また、同時開

催として、記念館では大田黒公園のピア

ノを守るためのチャリティーコンサートとし

て弦楽四重奏コンサートも行われるなど、
文化の日にふさわしい一目となりました。

--. --ニノ -- --.- -
- ≧=三 一‘-一

工学院大学建築都市デザイン学科の
設計課題｢荻窪の魅力をデザインする｣に

関する発表会が開催されました。同大学

が荻窪のまちを課題として取り上げるの

は、はじめてでしたが、夜間にも関わらず、

雫て÷T
　
　　

Jヴ

学生による発表の様子

-"/学

示

＼
、1

塀
-

型

-l
-
-

模

““““

一一一一一 - -- ---一一 寸

　 　

し施しも風景 断滅理
~ スト明日ト電アート腰 ~

こt-- 一一一-く.･-せ
　　　
- t‘

一三 こ
一三
テナー

-
- ‐一三 三

一言 - -1弓テ

　　 　
桃井第二小学校のみなさんの作品

鬮永福厭靜
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÷議 三三≦三一~ なに一二増嬰賤 -

な巧み
L

京王井の頭線西永福駅はこれまで南口に駅
改札があるのみで、北側からは踏切を渡らなけ す＼
れば駅を利用できませんでした。この度、駅舎 蝨彎
の橋上化及び自由通路の整備が平成2 0年3月

リー化も実現し、利用しやすくなりました。 西永福駅舎

杉並の景観について、見つめなおし、
考えるきっかけとなったでしょうか?

今回で3回目となる｢景観週間｣が
昨年11月もこ開催されました。
今回は、荻窪のまちなみを主に、
地域のみなさまのご協力をいただきながら、
様々なイベントが各所で行われました。

開催にあたり、多くの皆さまに

ご協力いただきありがとうございました。

[･‘ ~
- ---

　　 　･一二--÷｢ - ---『÷‐-コ　　 　 　　　　　　　

地域からは多くのみなさまが参加され会

場を埋め尽くしました。
学生の斬新な提案に参加者のみなさん

も関心をもたれ、意見交換も活発に行わ

れました。
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ギャラノー展示の標子
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ま
ち
の
景
観
を
創
り
出
す
の

は
建
築
物
等
の
人
工
物
ば
か
り

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

杉
並
の
ま
ち
な
み
は
古
く
か

ら
の
住
宅
地
と
し
て
都
市
化
し

て
い
ま
す
が
、
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う
し
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で
ま
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を
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て
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や
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宅
、
マ
ン
シ
ョ
ン
の
庭
木
な

ど
、
多
く
の
人
が
協
力
し
て
創
り

出
し
て
き
た
み
ど
り
も
、
都
市
生

活
に
安
ら
ぎ
を
与
え
る
大
切
な
色

彩
要
素
と
な
っ
て
い
ま
す

建
築
物
等
を
計
画
す
る
際
に
は
、

建
物
ば
か
り
に
目
を
向
け
る
の
で

な
く
、
ま
ち
な
み
に
安
ら
ぎ
や
豊

か
な
表
情
を
与
え
る
み
ど
り
の
あ

り
方
に
つ
い
て
も
十
分
な
検
討
が

必
要
で
す
。

翻灘灘美讓

町
斗寝
れ.
れ
れ
ぐ
!
‘-

　
　
　
　
　
　
　
　
　

ネ
コ
い
き
F
A

も

す
き

,

一
.＼
-
.

‐
'#
′

-

　
　　
　　　　　

　
　

　

　
　
　
　な

I彎
曲
岬

ル籍
,

霊

る
際
に
生
か
し
て
い
く
こ
と
が

大
切
と
い
え
ま
す
。

　　 　　　　　　

′" .総会談

　　　　　　　- --
-

-

‐ -
囃

ささこさ褻ミニ
･
′

シー- -- -- - .

-

- -

-一

翼 --

　
　　

　　
　　

　

き

,‘

--.　
　

-
.｣

繊
麗　

な
･

ぷ

色
相

(し
き
そ
う
)

10
種
の
基
本
色
(赤
、黄
赤
、黄
、

黄
緑
、
緑
、
青
線
、
青
、
青
紫
、

紫
、
赤
紫
)の
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
の

頭
文
字
(R
、
Y
R
、
Y
、
G
Y
、

(め
い
と
)

明
度

□
□
□
□
□
■
□
□
□
14

ロ
ロ
□
□
回
国
■
□
ロ
ロ

□
□
□
□
国
圏
■
□
口
約

□
□
□
□
回
回
回
口
口
9

ロ
ロ
ロ
□
□
回
国
口
口
8

口
□
□
□
□
国
璽
口
口
7

ロ
ロ
□
□
□
□
璽
口
口
6

ロ
ロ
□
□
□
□
園
口
口
5

ロ
ロ
□
□
□
□
回
国
□
"

□
□
□
□
□
□
匡
回
国
3

ロ
ロ
□
□
□
□
圏
回
国
茶

□
□
□
□
□
□
□
目
.
2

ロ
ロ
□
□
□
□
園
園
■
は

□
□
□
□
□
□
護
国
■
-

□
□
□
□
ロ
ロ
圈
国
璽
游

□
□
□
□
□
回
圃
圃
■
N

マ
ン
セ
ル
値

0
か
ら
め
ま
で
の
数
値
で
表
し

ま
す
。
暗
い
色
ほ
ど
数
値
が
小

さ
く
、
明
る
い
色
ほ
ど
数
値
が

大
き
く
な
り
ま
す
。
実
際
に
は
、

明馴
-

--
!
-

彩
度

(さ
い
ど
)

色
相
、
明
度
、
彩
度
の
3
つ
の

組
み
合
わ
せ
で
色
彩
を
表
記
す

る
記
号
で
す
。

阿
佐
ケ
谷
駅
前
の
ヒ
マ
ラ
ヤ
ス

ギ
は
。
2
･5
G
4
/
6
程
度
、

紅
葉
し
た
サ
ク
ラ
の
葉
は
、
5
R

4
/
中
程
度
で
す
。

彩
度
は
鮮
や
か
さ
を
0
か
ら
14

ま
で
の
数
値
で
表
し
ま
す
。
色

味
の
無
い
鈍
い
色
ほ
ど
数
値
が

小
さ
く
、
白
、
黒
、
グ
レ
ー
な
ど

の
無
彩
色
の
彩
度
は
o
に
な
り

ま
す
。
逆
に
鮮
や
か
な
色
彩
ほ

※
実
際
の
マ
ン
セ
ル
値
で
表
記
す
る
色

彩
と
本
説
明
で
使
用
し
た
色
彩
は

異
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

G
、
B
G
、
B
、
P
B
、
P
、
R
p
)

と
そ
の
度
合
い
を
示
す
o
か
ら

龍
ま
で
の
数
字
の
組
み
合
わ
せ

で
表
記
し
ま
す
。

敦
て　

　
が
◎
“

　　
　
　

最
も
明
る
い
白
で
明
度
9
･
5

程
度
、
最
も
暗
い
黒
で
明
度

1
･0
程
度
で
す
。

□
□
□
□
□
□
□
□
□
M

□
□
□
□
□
□
□
□
□
伐

□
□
□
□
□
□
□
□
□
℃

□
□
□
□
□
□
□
□
□
9

□
□
□
□
国
圃
薹
□
□
e

□
□
□
□
圃
国
圏
ロ
ロ
フ

□
□
□
□
□
目
脣
圃
□
6

皮

□
□
□
□
□
□
圓
回
口
5

彩

□
□
□
□
□
□

“
■□□□□□□
4 5 6 7 3 9 1G 1
彩限

□
□
□
□
□
□
圈
同
囲
3

□
□
□
□
□
□
団
重
量
第

□
□
□
□
ロ
ロ
回
国
圏
2

□
□
□
□
□
□
鱸
璽
■
淀

コ
ロ
ロ
コ
ロ
ロ
回
国
園
-

□
□
□
□
□
□
園
国
■
第

□
□
□
□
□
□
回
国
圏
N

明
脱

ど
数
値
が
大
き
く
赤
の
原
色
の

彩
度
は
14
程
度
で
す
。
も
っ
と

も
鮮
や
か
な
色
彩
の
彩
度
値

は
、
色
相
に
よ
っ
て
異
な
り
、
赤

や
橙
な
ど
は
14
程
度
、
青
緑
や

青
な
ど
は
、
8
程
度
で
す
。　
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N (無彩色) 9.5 %
P (紫)系 0.3 %系ノ、0,3 %

PB (青紫)系 6.0%
B (青)系 1 5 %

膣 R (赤)系 2.4%
a
o

o
)
系

4
色
幼

2
彩
餓

、
無
P

影 (色彩調査より)のち

BG (青緑)系 0.3%
G (緑)系 0.6% ‘

G Y (黄緑)系 0.6% 凸

色相は見る人に暖かな印

象を与えるY R (黄赤)やY (黄)

系色相の建築物が多く、全体

の8割を超えています。
この他白や灰色などの無彩

色を基調とするものが、1割程

度となっています。
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調
査
の
結
果
、
区
内
の
建
築

物
等
は
暖
か
み
が
あ
っ
て
落
ち

着
い
た
色
使
い
の
も
の
が
圧
倒

的
に
多
く
、
そ
う
し
た
建
築
物

等
の
連
な
り
が
み
ど
り
豊
か
な

住
宅
都
市
に
ふ
さ
わ
し
い
穏
や

か
で
品
格
の
あ
る
ま
ち
な
み
を

創
り
出
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か

り
ま
し
た
。

一
方
、
ご
く
少
数

で
す
が
、
冷
た
い
印
象
の
色
彩
、

暗
く
閉
鎖
的
な
色
彩
、
鮮
や
か

さ
が
際
立
ち
ま
ち
な
み
か
ら
突

出
し
て
い
る
色
彩
な
ど
が
見
ら

れ
、
景
観
の
ま
と
ま
り
を
感
じ

ら
れ
に
く
く
し
て
い
ま
す
。

今
後
は
よ
り
多
く
の
み
な
さ

ん
が
、
区
の
色
彩
景
観
の
中
に

見
ら
れ
る
素
晴
ら
し
い
特
長
を

継
承
し
、
建
築
物
等
を
計
画
す

又
明度は、建物の規模により、

やや幅がありますが大規模な

建築物では明るめの外壁を基

調とするものが多く、威圧感

や閉鎖感の強い暗い色彩を

基調とする建築物はほとんど

見られません。

5以上6未満　

　

撮
上
お

6以上7未満
15 .7 %

7以上8未満

挫

け
0.5未満 !J

o q

　
堵 10以上 0‐6%

!; 中以上7未満 3.0 %

q 5以上6未満 3.2%

4以上5未満 5.6 %

3以上4未満
ず3‐9 %

1以上2未満
2 1 6 %

褒双上3未満
25‐1 %

以
"

　　　

議59n
Y

満未
%

占
お

　
　

n
Y

形度
彩度は落ち着いた印象があ

り派手さを抑えた色彩が基本

になっています。

植物の葉の緑と同等かそれ

よりも鮮やかな色彩を基調と

する建築物等は調査対象中

の3.6%程度とどく少数です。

方

調
査
色
票
(J
ー
s
標
準
色
票
)

を
現
場
で
対
象
物
に
近
接
さ

せ
、
比
較
類
推
に
よ
っ
て
色
彩

を
計
測
す
る
｢視
観
測
色
法
｣
に

よ
っ
て
行
い
ま
し
た
。

国
際
的
な
色
彩
の
尺
度
で
J
I

S
(日
本
工
業
規
格
)に
も
採
用

さ
れ
て
い
ま
す
。
ひ
と
つ
の
色
を

対
象
物
の
色
彩
を
色
票
に
よ

り
類
推
さ
れ
る
マ
ン
セ
ル
値
で
あ

ら
わ
し
、
デ
ー
タ
と
し
て
ま
と
め
、

評
価
･分
析
の
基
礎
資
料
と
し
ま

マ
ン
他
ル
表
色
蒸

し
た
。

度

｢色
相
(い
る
あ
い
)｣
｢明
度
(あ

欝

彩

が
る
き
)｣
｢彩
度
(あ
ざ
や
か
さ
)｣

の
3
つ
の
尺
度
で
表
現
し
ま
す
。

調
‐

流が
蹄
問
題

杉並景観録●2

Y R (黄赤)系
54 .T %

Y (黄)系
30 .2 %

2以上3未満 2‐"も

3以上4未満 5‐6%

4以上5未満 6.8%

9以上 9.2%

8以上9未満
24 .0 %


